
播
磨
国
六
簡
郷
と
佐
保
社
郷
・
福
田
保

河
　
村
　
昭
一

は
じ
め
に

永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
十
月
～
十
一
月
、
播
磨
国
大
部
荘
に
同
荘
前
雑
掌
垂
水
繁
昌
が
多
数
の
悪
党
を
引
率
し
て
乱
大
し
た
事

（
⊥
）

件
は
、
悪
覚
の
具
体
的
活
動
を
示
す
一
例
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
こ
の
と
き
繁
昌
と
共
に
行
動
し
た
近
隣
の
悪
党
と
し
て
、
久
留
美

荘
地
頭
と
六
箇
郷
地
頭
代
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
久
留
美
荘
は
現
三
木
市
久
留
美
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
も
の
の
、
六
簡
郷
に
つ
い
て

は
、
『
兵
庫
県
史
』
や
『
小
野
市
史
』
な
ど
が
　
「
近
隣
の
六
ケ
郷
」
と
記
述
す
る
だ
け
で
、
比
定
地
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

大
部
荘
を
中
心
と
し
た
悪
党
に
つ
い
て
論
じ
た
坂
田
大
爾
氏
も
「
近
隣
六
力
郷
」
と
さ
れ
、
論
文
中
の
　
「
播
磨
関
係
要
図
」
に
も
六

（
り
も

箇
郷
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
兵
庫
県
（
一
九
八
八
年
）
は
、
「
当
郷
は
、
六
つ
の
郷
の
総
称
か
。
ま
た
、

大
部
荘
・
福
田
保
と
隣
接
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
加
東
郡
の
う
ち
か
。
比
定
地
未
詳
」
と
し
、
加
東
郡
内
と
ま
で
推
定
し
て

い
る
が
、
や
は
り
比
定
地
は
未
詳
と
す
る
。
な
お
『
兵
庫
県
の
地
名
』
Ⅱ
　
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
　
は
立
項
す
ら
し
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
六
簡
郷
の
場
所
の
比
定
を
試
み
る
と
と
も
に
、
同
郷
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
福
田
保
、
及
び
佐
保
社
郷
と
の
関
係
や
郷
域
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
基
幹
部
分
は
す
で
に
『
社
町
史
』

第
一
巻
（
二
〇
〇
七
年
）
　
で
叙
述
し
た
。



一
、
悪
党
六
箇
郷
地
頭
代

（
且

ま
ず
は
じ
め
に
、
永
仁
二
年
の
大
部
荘
に
お
け
る
六
箇
郷
地
頭
代
の
悪
覚
行
為
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
事
件
は
、
永
仁
二

（AY

年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
久
留
美
荘
地
頭
や
六
箇
郷
地
頭
桑
原
左
衛
門
尉
の
代
官
等
が
、
大
部
荘
前
雑
掌
垂
水
繁
昌
と
結
託
し

て
大
部
荘
に
乱
入
し
「
追
捕
狼
藷
」
を
働
い
た
も
の
で
、
領
主
東
大
寺
が
六
波
羅
に
提
訴
し
た
結
果
、
翌
三
年
四
月
二
十
九
日
付
の

六
波
羅
御
教
書
が
五
月
二
十
七
日
に
六
箇
郷
地
頭
代
に
下
さ
れ
た
が
、
数
十
日
を
過
ぎ
て
も
陳
状
が
提
出
さ
れ
な
い
の
で
、
東
大
寺

は
改
め
て
追
捕
物
の
即
時
返
還
と
地
頭
代
以
下
の
悪
覚
人
等
の
処
断
を
求
め
た
。
六
波
羅
は
こ
の
東
大
寺
の
訴
え
を
受
け
て
同
年
七

「

、

、

月
八
日
付
の
御
教
書
（
召
文
）
を
、
や
は
り
大
部
荘
に
乱
入
し
た
久
留
美
荘
地
頭
宛
に
下
し
て
、
参
洛
を
命
じ
て
い
る
の
で
、
六
簡

郷
地
頭
代
に
も
同
時
に
召
文
が
下
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
久
留
美
荘
地
頭
は
翌
四
年
よ
う
や
く
召
し
に
応
じ
る
詩
文
を
提
出
し

た
ら
し
い
が
、
六
箇
郷
地
頭
代
光
清
は
こ
れ
に
次
の
よ
う
に
抗
弁
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
繁
昌
な
ど
見
た
こ
と
は
な
く

初
め
て
聞
く
名
前
で
あ
る
し
、
六
簡
郷
の
所
務
代
官
は
永
仁
元
年
の
騒
動
以
後
逐
電
し
た
の
で
、
（
問
題
の
事
件
の
あ
っ
た
永
仁
二

年
に
は
）
在
国
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
交
名
に
見
え
る
禅
信
等
も
六
箇
郷
の
住
人
で
は
な
い
と
し
て
東
大
寺
の
主
張
を
「
無

跡
形
虚
誕
」
と
断
じ
、
自
分
は
地
頭
方
沙
汰
雑
掌
と
し
て
長
年
在
京
し
て
い
る
の
で
、
訴
人
を
召
し
出
し
て
礼
明
し
て
ほ
し
い
と
反

論
し
て
い
る
。
光
清
は
長
年
在
京
し
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
交
名
に
あ
る
禅
信
は
六
箇
郷
住
人
で
は
な
い
と
断
言
す
る
な
ど
在
地

の
実
情
に
通
じ
て
い
た
よ
う
で
、
彼
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
地
頭
本
人
が
大
部
荘
に
乱
入
し
た
久
留
美

荘
と
違
っ
て
、
六
箇
郷
で
は
地
頭
桑
原
氏
の
派
遣
し
た
地
頭
代
が
在
地
に
お
り
、
永
仁
元
年
の
大
部
荘
の
　
「
騒
動
」
に
も
関
与
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。



二
、
六
簡
郷
と
福
田
保

六
箇
郷
と
福
田
保
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
前
に
、
鎌
倉
期
の
福
田
保
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
福
田
保
は
加
東
市
南
部
に

比
定
さ
れ
、
南
の
大
部
荘
と
は
隣
接
す
る
。
保
の
呼
称
が
国
衡
領
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
平
安
末
・
鎌
倉
初
頭
の
一
時
期
、

荘
園
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
後
白
河
法
皇
が
、
源
頼
朝
の
申
し
入
れ
を
容
れ
て
、（

且

播
磨
国
に
お
け
る
梶
原
景
時
の
知
行
を
了
承
し
た
所
領
と
し
て
、
五
箇
荘
・
西
下
郷
・
大
部
郷
と
共
に
「
福
田
庄
」
　
の
名
が
見
え
る
。

た
だ
、
荘
号
と
し
て
見
え
る
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
福
田
「
保
」
　
の
誤
記
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
仮
に
そ

う
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
二
年
後
の
建
久
二
年
（
一
一
九
〇
）
　
に
は
播
磨
国
司
庁
宣
で
櫨
谷
保
と
共
に
福
田
保
が
文
覚
上
人
に
宛

（
ュ

行
わ
れ
て
い
て
、
最
終
的
に
は
収
公
さ
れ
て
国
街
領
に
戻
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
、
翌
建
久
三
年
、
大
部
荘
と
の
境
界
紛

（
且

争
に
際
し
播
磨
国
留
守
所
符
の
宛
所
と
し
て
　
「
福
田
保
」
と
あ
る
の
を
最
後
に
、
鎌
倉
期
の
史
料
に
は
見
え
な
く
な
る
。

福
田
保
は
、
初
め
に
福
田
荘
と
し
て
立
荘
さ
れ
て
か
ら
福
田
保
と
さ
れ
た
と
み
る
よ
り
も
、
当
初
福
田
保
と
し
て
立
保
さ
れ
た
あ

と
荘
園
化
さ
れ
、
再
び
福
田
保
に
戻
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
事
情
を
う
か
が
う
史
料
を
欠
き
ま
っ

た
く
不
明
で
あ
る
し
、
福
田
保
が
い
わ
ゆ
る
国
保
と
京
保
の
い
ず
れ
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
立
荘
に
し
て
も
立
保
に
し
て

も
、
平
安
末
期
の
播
磨
は
後
白
河
院
の
分
国
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
意
向
が
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
た
、

梶
原
景
時
が
知
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
の
所
領
と
共
に
平
家
没
官
領
と
み
ら
れ
て
お
り
、
立
保
、
立
荘
に
は
平
家
関
係
者
の
関

与
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
福
田
荘
と
共
に
梶
原
景
時
の
所
領
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
五
箇
荘
に
お
け
る
景
時
の
所
職
が
地
頭
職

（
且

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
田
保
に
お
け
る
景
時
の
所
職
も
地
頭
職
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
大
部
荘
に
お
け
る
悪
覚
事
件
か
ら
、
六
箇
郷
が
大
部
荘
の
近
く
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
早
く
か
ら
指
摘
さ



れ
て
い
た
が
、
大
部
荘
の
北
に
隣
接
す
る
福
田
保
と
六
簡
郷
が
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
意
外
に
注
目
さ
れ
て
い

な
い
。
元
弘
三
年
（
二
二
三
三
）
七
月
十
日
の
後
醍
醐
天
皇
給
旨
で
福
田
保
と
六
箇
郷
を
勲
功
の
賞
と
し
て
得
た
源
俊
清
な
る
者
が
、

l川、

翌
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
七
月
、
両
所
の
年
貢
か
ら
紀
伊
天
野
社
と
高
野
山
奥
院
に
一
〇
〇
〇
石
ず
つ
寄
進
す
る
と
し
て
い
る
。

源
俊
清
の
素
性
は
不
詳
で
あ
る
が
、
高
野
山
に
伝
存
す
る
正
慶
二
年
　
（
一
三
三
三
）
　
四
月
二
日
付
奥
院
宛
源
普
門
丸
願
文
が
、
注

（
U

（
1
0
）
史
料
④
に
い
う
「
願
書
」
　
の
一
通
に
当
た
る
の
で
、
そ
の
使
用
年
号
と
名
乗
り
か
ら
、
後
醍
醐
か
ら
輪
旨
を
下
さ
れ
る
前
年
ま

で
は
元
服
前
の
少
年
で
幕
府
方
と
し
て
高
野
山
に
戦
勝
祈
願
を
し
、
同
年
六
月
の
後
醍
醐
の
帰
京
前
後
に
後
醍
醐
方
に
転
じ
た
人
物

と
推
測
さ
れ
る
。
俊
清
が
後
醍
醐
か
ら
得
た
所
職
が
何
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
こ
こ
で
は
、
後
醍
醐
の
給
旨
で

六
簡
郷
と
福
田
保
が
い
わ
ば
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
れ
以
後
、
六
箇
郷
の
名
は
中
世
を
通
じ
て
史
料
上
に
見
え
な
く
な
る
が
、
佐
保
神
社
（
加
東
市
社
）
　
の
由
緒
に
関
す
る
史
料
に

次
の
よ
う
に
登
場
す
る
　
（
傍
線
河
村
）
。（

建

【
史
料
A
】
　
「
佐
保
神
社
勧
進
帳
」

窺
由
来
伝
聞
大
明
神
、
天
竺
摩
河
陀
国
佐
保
郡
之
大
王
御
座
不
恩
議
起
縁
ヲ
以
、
大
日
本
国
自
王
城
西
播
磨
賀
西
郡
鎌
倉
峯
申

処
、
天
降
給
、
経
二
千
年
、
其
後
垂
仁
天
王
二
十
三
年
甲
子
卯
月
日
、
同
賀
l
剰
珊
瑚
闇
叫
司
引
っ
オ
融
内
此
由
羅
野
令
成
御
影
向

給
者
、
一
夜
松
千
本
之
山
出
生
下
地
給
、
則
神
子
・
神
主
・
祝
子
・
禰
宜
・
現
・
大
工
・
番
匠
御
供
申
、
則
鎌
倉
之
将
軍
有
御

成
十
二
人
之
供
奉
僧
、
号
由
羅
野
山
勅
願
寺
、
奉
崇
惣
社
卜
司
可
鋤
御
宮
建
時
、
（
下
略
）

、‖、

【
史
料
B
】
　
「
佐
保
社
略
由
来
」

云

播
磨
国
賀
茂
郡
正
一
位
佐
保
大
明
神
ハ
、
大
王
十
一
代
垂
仁
天
王
二
十
三
年
同
国
加
茂
西
郡
鎌
倉
嶺
と
申
所
江
初
而
降
臨
し
給

小
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
玉
ハ

ひ
、
其
後
人
王
四
十
四
代
元
正
天
皇
之
養
老
六
壬
成
年
九
月
十
四
日
ノ
夜
野
村
三
良
太
夫
と
云
老
夫
に
託
し
て
夢
に
告
テ
日
ク
、

4



か
原
の

我
身
天
児
屋
根
尊
也
、
河
西
鎌
倉
嶺
ハ
我
心
に
こ
こ
ろ
よ
か
ら
す
、
河
東
由
良
野
■
■
此
廣
野
こ
そ
心
よ
し
と
恩
ふ
、
永
く
此

地
に
針
射
し
詞
4
刺
の
最
邸
ヲ
幸
ひ
守
る
へ
し
、
（
下
略
）

右
の
両
史
料
に
「
福
田
六
ケ
　
（
之
）
郷
」
と
見
え
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
l
の
う
ち
史
料
A
の
方
は
、
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）

焼
失
し
た
佐
保
神
社
の
再
建
に
関
す
る
勧
進
帳
で
、
そ
の
中
で
佐
保
神
社
の
創
建
に
つ
い
て
、
賀
西
郡
鎌
倉
峰
に
降
臨
し
た
大
明
神

が
「
福
田
六
ケ
之
郷
内
」
　
の
由
羅
野
に
通
り
、
「
惣
社
」
と
し
て
崇
め
る
「
六
ケ
郷
御
宮
」
が
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
年
紀
が
な
く
近
世
の
筆
に
な
る
も
の
で
、
文
言
・
表
記
も
中
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
部
分
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
近
世
に
な
っ

て
使
わ
れ
る
「
加
東
郡
」
　
で
は
な
く
、
中
世
の
表
記
で
あ
る
「
賀
東
郡
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
世
に
成
立
し
た
な
ん

ら
か
の
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
佐
保
神
社
を
「
福
田
六
ケ
郷
」
　
の
　
「
惣
社
」
と
す
る
見
方
も
一
概
に
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
史
料
B
も
「
六
ケ
郷
」
と
い
う
地
名
が
近
世
に
な
っ
て
も
記
憶
の
底
に
残
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
源
俊
活
が
高
野
山
に
寄
進
し
た
鎌
倉
歳
末
期
の
よ
う
に
「
福
田
」
と
「
六
ケ
郷
」
が
一
体
の
関
係

に
あ
る
こ
と
を
、
右
の
両
史
料
か
ら
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
佐
保
神
社
と
六
簡
郷
の
関
係
の
深
さ
を
示
唆
し
て
い
る

こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
源
俊
清
の
寄
進
で
は
一
見
別
々
の
独
立
し
た
所
領
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
福
田
保
と

六
簡
郷
が
、
史
料
A
・
B
で
は
「
福
田
」
の
中
の
「
六
ケ
郷
」
と
い
う
関
係
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
単
に
は
る
か
昔
の
実
態
が
忘
れ
去
ら
れ
て
、
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
く
も
の
と
解
釈
さ
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
史

実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
、
室
町
期
の
福
田
保
の
中
に
内
部
所
領
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
福
田

保
と
六
箇
郷
の
関
係
の
引
き
写
し
と
も
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
部
所
領
と
は
、
佐
保
社
郷
（
佐
保
社
）
　
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ



が
鎌
倉
期
の
六
箇
郷
に
系
譜
を
引
く
所
領
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
佐
保
杜
郷
と
福
田
保

n〓、

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
　
の
作
成
と
さ
れ
て
い
る
「
播
磨
国
衡
領
別
納
目
録
」
（
以
下
「
別
納
目
録
」
と
略
記
）
　
に
福
田
保
と
佐

保
社
が
見
え
、
佐
保
社
は
「
福
田
保
内
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
は
、
崇
光
上
皇
が
没
し
た
と
き
、
後
小
松
天
皇
が
、
崇
光
の

遺
領
の
う
ち
播
磨
国
衝
領
な
ど
を
没
収
し
た
あ
と
足
利
義
満
の
指
示
で
崇
光
の
嫡
子
栄
仁
親
王
に
返
却
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
没

収
も
し
く
は
返
付
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
　
「
別
納
目
録
」
　
で
佐
保
社
が
一
個
の
国
衝
領
別
納

と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
「
福
田
保
内
」
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
佐
保
社
は
本
来
福
田
保
に
属
し

な
が
ら
、
な
ん
ら
か
の
契
機
で
半
独
立
所
領
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
関
係
は
ま
さ
に
、
先
に
見
た
佐
保
社
勧
進
帳

の
　
「
福
田
六
ケ
郷
」
と
い
う
表
記
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
六
簡
郷
が
室
町
期
に
佐
保
社
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
を
強

く
示
唆
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
源
俊
清
が
六
箇
郷
と
福
田
保
の
年
貢
を
天
野
社
・
高
野
山
に
寄
進
し
た
二
年
後
の
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
正
月
、

建
武
政
府
に
叛
旗
を
翻
し
た
足
利
尊
氏
が
京
都
に
突
入
す
る
た
め
男
山
の
麓
に
着
陣
し
た
と
き
、
石
清
水
八
幡
宮
に
戦
勝
祈
願
を
し

（
建

て
福
田
保
地
頭
職
を
寄
進
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
福
田
保
内
井
上
筑
後
房
・

二
木
弥
四
郎
・
西
兵
衛
太
郎
跡
を
近
藤
大
蔵
左
衛
門
入
道
が
違
乱
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
石
清
水
八
幡
宮
雑
掌
に
渡
付
す
る
よ

（
拶

う
播
磨
守
護
赤
松
義
則
が
蔭
山
次
郎
右
衛
門
入
道
、
つ
い
で
守
護
代
宇
野
頼
李
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
五
年
後
の
永
徳
元
年
（
一
三

八
一
）
　
に
は
、
石
清
水
は
福
田
保
を
「
一
円
神
領
」
と
い
い
、
「
社
恩
」
と
し
て
御
家
人
蔭
山
亀
千
代
を
公
文
職
に
補
任
し
た
と
主

（
U

張
し
、
幕
府
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
石
清
水
が
福
田
保
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
「
一
円
神
領
」
　
の
内
実
で
あ
る
が
、
一



切
の
所
職
を
排
他
的
に
所
有
す
る
文
字
通
り
の
一
円
領
と
ま
で
は
解
釈
し
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
播
磨
図
街
領
は
、
持
明
院
統
に
伝

領
さ
れ
た
皇
室
領
で
、
先
に
み
た
よ
う
に
応
永
五
年
の
「
播
磨
国
街
領
別
納
目
録
」
に
福
田
保
の
名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝

期
に
は
崇
光
院
の
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
石
清
水
の
こ
の
主
張
は
、
播
磨
五
社
官
に
よ
る
公
文
職

押
領
を
指
弾
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
、
領
家
職
や
本
家
職
ま
で
含
め
た
表
現
と
の
み
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
伏
見
宮
貞
成
親
王
が
お
そ
ら
く
領
家
職
を
留
保
し
て
佐
保
社
郷
を

曇
華
院
に
寄
進
し
た
り
、
貞
戒
の
後
嗣
貞
常
親
王
が
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
「
佐
保
社
領
家
職
」
を
曾
祖
父
崇
光
院
の
建
立
し
た

伏
見
蔵
光
庵
に
寄
進
し
て
い
る
よ
う
に
、
崇
光
院
も
、
福
田
保
の
所
職
の
一
部
を
石
清
水
に
寄
進
し
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
応
永
五
年
の
　
「
別
納
目
録
」
　
で
石
清
水
に
寄
進
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
家
鴨
別
符
に
「
八
幡
宮
善
法
寺
知
行
」
　
の
注
記
が
あ

る
の
に
対
し
て
、
福
田
保
の
注
記
は
「
四
条
故
大
納
言
家
」
と
て
崇
光
院
の
近
臣
四
条
隆
仲
が
給
主
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仮
に
崇

光
院
に
よ
る
寄
進
が
あ
っ
た
と
し
て
も
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
福
田
保
に
対
す
る
石
清
水
の
所
職
は
完
全
な
一

円
領
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
地
頭
職
と
公
文
職
を
兼
帯
す
る
程
度
の
も
の
で
、
崇
光
院
を
上
級
職
と
し
て
戴
い
て
い
た
可
能
性
が
高

＼
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「
別
納
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
福
田
保
の
給
主
は
崇
光
院
の
近
臣
四
条
放
大
納
言
家
（
隆
仲
）
　
で
、
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
　
に
は

（
び

四
条
隆
仲
の
外
孫
隆
盛
の
娘
右
衛
門
督
内
侍
が
福
田
保
に
所
職
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
属
す
る
永
享
十
二

、川1

年
（
一
四
四
〇
）
　
の
伏
見
宮
家
領
日
録
に
は
、
佐
保
社
郷
は
見
え
る
の
に
福
田
保
の
名
は
な
い
が
、
四
条
隆
仲
か
ら
右
衛
門
管
内
侍

へ
と
着
実
に
伝
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
田
保
は
伏
見
宮
家
領
と
し
て
推
移
し
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
し
か
し
、
伏
見
宮
家
領

と
し
て
の
福
田
保
の
徴
証
は
こ
れ
が
最
後
で
あ
り
、
以
後
は
も
っ
ぱ
ら
石
清
水
領
と
し
て
の
徴
証
し
か
得
ら
れ
な
く
な
る
。
お
そ
ら

く
戦
国
期
に
か
け
て
皇
室
領
と
し
て
の
実
体
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
患
わ
れ
る
。



一
方
の
佐
保
社
は
、
「
別
納
目
録
」
　
で
は
給
主
の
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
三
年
前
の
応
永
二
年
、
崇
光
上
皇
は
佐
保
杜
を
母
方

（
沙

の
従
弟
三
条
公
豊
の
娘
と
思
わ
れ
る
大
納
言
局
に
宛
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
佐
保
社
の
初
見
で
あ
る
が
、
「
別
納
目
録
」
　
の
あ
と
は
、

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
永
享
十
二
年
の
伏
見
宮
家
領
目
録
案
に
「
一
、
播
州
佐
保
社
郷
　
三
百
疋
　
曇
華
院
御
喝
食
進
之
」
と
見
え
る
。

た
だ
、
曇
華
院
へ
の
寄
進
が
こ
の
二
年
後
の
嘉
書
二
年
（
一
四
四
二
）
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
貞
成
親
王
寄
進
状
で
明
ら

か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
注
記
部
分
は
原
本
に
な
く
、
目
録
を
筆
写
し
た
貞
成
親
王
の
曽
孫
貞
敦
親
王
が
追
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
む

【
史
料
C
】
伏
見
宮
貞
成
親
王
寄
進
状

は
り
ま
の
さ
は
の
社
の
郷
、
ゆ
め
く
し
き
さ
い
所
に
て
候
へ
と
も
、
ま
い
ら
せ
候
、
こ
の
所
は
ち
ゃ
う
か
う
堂
領
に
て
、

も
と
御
ち
き
や
う
候
し
は
と
に
、
内
裏
へ
申
さ
れ
候
て
、
は
う
書
を
た
ま
ハ
り
て
候
、
代
官
上
月
か
う
け
ふ
ミ
も
そ
へ
て
ま
い

ら
せ
候
、
め
て
た
く
御
ち
き
や
う
候
へ
く
候
、

あ
な
か
し
く
、

嘉
書
二
年

十
月
九
日

（
切
封
ウ
ハ
書
）

「
　
　
（
墨
引
）

（
貞
成
親
王
）

（
花
押
）

8

曇
華
院
御
喝
食
御
所
へ
ま
い
ら
せ
候
」

（
追
撃
）

「
あ
ん
」

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
佐
保
社
郷
が
「
ち
ゃ
う
か
う
堂
領
」
　
（
長
講
堂
領
）
　
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
長
講
堂
領
は
、
播
磨

国
衝
領
と
共
に
持
明
院
統
に
伝
領
さ
れ
た
皇
室
領
で
は
あ
る
が
、
佐
保
社
（
郷
）
　
は
「
別
納
目
録
」
　
に
載
っ
て
い
る
以
上
、
少
な
く

と
も
応
永
五
年
時
点
で
は
長
講
堂
領
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
播
磨
国
衡
領
の
別
納
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
事
実
こ
れ
以
前
の
長

講
堂
領
目
録
の
い
ず
れ
に
も
佐
保
社
の
名
は
見
え
な
い
。
と
す
れ
ば
、
応
永
五
年
か
ら
嘉
吉
二
年
の
間
に
国
衝
領
か
ら
長
講
堂
領
に

転
換
し
た
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
そ
う
し
た
徴
証
は
い
っ
さ
い
得
ら
れ
ず
、
解
釈
は
困
難
で
あ
る
。



な
お
、
先
の
伏
見
宮
家
領
目
録
で
今
ひ
と
つ
目
を
引
く
の
は
、
わ
ず
か
三
〇
〇
疋
と
い
う
得
分
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
曇
華

院
へ
の
寄
進
分
は
、
伏
見
宮
家
の
所
職
の
す
べ
て
で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
貞
成
親
王
の
没
後
、
そ
の
四
男
貞
常

（
鬱

親
王
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
「
佐
保
社
領
家
職
」
を
曾
祖
父
崇
光
院
の
建
立
し
た
伏
見
蔵
光
庵
に
寄
進
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

貞
成
親
王
の
曇
華
院
へ
の
寄
進
後
も
そ
の
子
貞
常
親
王
に
は
領
家
職
が
伝
領
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
貞
成
の
寄
進
は
領
家
職
を

（
鬱

留
保
す
る
形
で
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

文
安
元
年
か
ら
伏
見
宮
家
と
の
関
係
が
た
ど
れ
な
く
な
る
福
田
保
は
、
戦
国
期
に
な
っ
て
も
石
清
水
領
と
し
て
の
徴
証
は
あ
る
の

に
対
し
て
、
佐
保
社
郷
の
領
有
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
は
こ
れ
が
最
後
で
あ
り
、
所
領
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
失
っ
て
い
っ
た

（
彰

も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
　
の
播
磨
に
お
け
る
太
閤
検
地
に
お
い
て
、
「
佐
保
社
村
」
　
の
村
名
が
使
わ
れ
た
が
、

そ
れ
は
近
世
村
落
と
し
て
の
社
村
の
み
を
指
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
佐
保
社
郷
の
す
べ
て
を
含
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
本
来
の
福
田
保
は
佐
保
社
郷
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
佐
保
社
郷
は
福
田
保
の
中
に
生
ま
れ
た
内
部
所
領
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
世
の
史
料
な
が
ら
中
世
の
状
況
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
「
福
田
六
ケ
郷
」
と
い
う

表
記
の
中
に
、
「
福
田
保
に
含
ま
れ
る
六
簡
郷
」
と
い
う
意
味
を
読
み
取
っ
て
、
佐
保
社
郷
を
六
簡
郷
の
系
譜
を
引
く
所
領
で
は
な

い
か
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
後
期
ま
で
に
国
衡
領
福
田
保
の
中
に
、
半
独
立
所
領
「
六
簡

郷
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
契
機
は
も
と
よ
り
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
佐
保
社
郷
と
し
て
継
承
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
た

と
え
ば
佐
保
社
の
免
田
を
中
核
と
す
る
内
部
単
位
が
福
田
保
の
中
に
生
ま
れ
、
や
が
て
半
独
立
所
領
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
も
ひ
と

（
箪

つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
想
定
が
許
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仮
に
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
佐
保
社
の
自
立

化
の
動
き
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
室
町
期
の
貞
成
親
王
が
佐
保
社
郷
を
長
講
堂
領
と
言
っ
て
い
る

こ
と
の
徴
証
も
得
ら
れ
ず
、
詳
細
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。



四
、
福
田
保
と
六
箇
郷
　
（
佐
保
社
郷
）
　
の
比
定
地

最
後
に
、
福
田
保
と
六
簡
郷
（
佐
保
社
郷
）
　
の
保
域
・
郷
域
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
中
世
史
料
で
福
田
保
に
属
し
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
古
瀬
・
大
門
・
上
田
・
山
国
（
以
下
地
名
は
断
ら
な
い
限
り
す
べ
て
現
大
字
）
　
の
四
か
所
で
い
ず
れ
も
村

、

湖

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

げ

一

、

名
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
、
野
村
の
小
字
「
時
ノ
本
」
は
福
田
保
時
元
名
の
通
名
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
松
尾
の
八
幡
神
社
も
石
清
水

領
の
名
残
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
福
田
保
に
は
早
く
か
ら
南
条
の
称
が
あ
矩
室
町
期
に
は
通
玄
寺
領
福
田
保
西
条
方
も
見

（
⑩

え
る
な
ど
、
内
部
単
位
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
西
条
方
が
加
古
川
西
岸
の
小
野
市
復
井
町
一
帯
に
当
た
る
こ
と
は
、
享
保

（
⑩

六
年
（
一
七
二
こ
　
の
「
大
川
筋
河
合
川
原
争
論
裁
許
絵
図
写
」
に
、
大
門
村
の
対
岸
に
「
蓬
莱
野
」
が
描
か
れ
、
そ
の
真
ん
中
に

線
を
引
い
て
上
郡
（
北
）
　
に
「
福
田
郷
」
、
下
部
（
南
）
　
に
「
河
合
郷
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
当
地
の
曹
洞
宗
金
剛
寺
が
福

田
山
を
称
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
。

一
方
の
佐
保
杜
郷
に
は
、
佐
保
神
社
の
あ
る
社
と
、
同
社
の
鳥
居
の
あ
る
鳥
居
は
ま
ず
確
実
に
含
ま
れ
る
と
み
て
よ
い
。
社
の
佐

保
神
社
の
分
社
と
の
所
伝
を
も
つ
佐
保
神
社
が
あ
る
東
実
も
有
力
な
候
補
で
あ
る
。
こ
の
他
で
は
、
佐
保
社
郷
が
皇
室
領
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
天
照
大
神
を
祭
神
と
す
る
神
明
神
社
の
分
布
が
そ
の
郷
域
の
推
定
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
現
在
旧
社
町
域
で
神

明
神
社
の
あ
る
の
は
鳥
居
・
家
原
・
出
水
の
三
か
所
の
み
で
あ
る
の
で
、
家
原
・
出
水
も
佐
保
社
郷
に
含
め
て
よ
か
ろ
う
。
と
な
る

と
、
社
と
出
水
の
間
に
あ
る
田
中
も
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
摂
社
ま
で
含
め
る
と
、
神
明
神
社
は
田
中
・
松
尾
・
野
村
・
上
田
・
福
吉
・
大
門
・
西
古
瀬
・
中
古
瀬
・
崖
度
に
ま

で
広
が
り
、
福
田
保
の
大
半
を
お
お
う
。
こ
の
こ
と
は
、
福
田
保
が
播
磨
国
街
領
別
納
と
し
て
皇
室
の
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、
摂
社
の
み
の
地
域
と
、
本
社
と
し
て
神
明
神
社
が
鎮
座
す
る
地
域
の
差
は
、
石
清
水
社
の
影
響
の

10



別図　福田保・六箇郷（佐保杜郷）域推定図

強
い
狭
義
の
福
田
保
（
佐
保
杜
郷

を
除
く
地
域
）
　
と
皇
室
領
と
し
て

の
性
格
の
強
い
佐
保
社
郷
の
差
と

し
て
具
現
し
て
い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

さ
て
、
佐
保
社
郷
の
北
に
隣
接

す
る
と
思
わ
れ
る
穂
積
荘
の
荘
域

を
確
定
す
れ
ば
、
佐
保
杜
郷
の
北

辺
が
確
認
で
き
る
の
で
穂
積
荘
の

荘
域
を
検
討
し
て
み
る
。
中
世
史

料
に
見
え
る
穂
積
荘
内
の
地
名
は

（
む

木
梨
村
だ
け
で
あ
る
が
、
荘
名
を

遺
す
穂
積
は
荘
内
の
中
核
村
落
と

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
穂
積
荘
の
惣

鎮
守
と
推
定
さ
れ
る
同
地
の
八
幡

宮
の
近
世
に
お
け
る
氏
子
圏
は
、

穂
積
・
北
野
・
新
町
・
多
井
田
・

曽
我
・
中
（
上
中
）
・
喜
田
・
梶

11



（

串

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

胡

原
・
貝
原
・
垂
水
の
一
〇
か
村
で
あ
り
、
ま
た
穂
積
荘
域
の
近
世
的
地
域
呼
称
と
患
わ
れ
る
「
余
田
郷
」
は
右
の
一
〇
か
村
に
牧
野
・

（
む

吉
馬
を
加
え
た
一
二
か
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
牧
野
と
吉
馬
は
中
世
の
三
軍
荘
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
逆
に
穂
積
と
垂
水

の
問
に
あ
る
窪
田
は
穂
積
荘
に
含
ま
れ
た
と
み
て
よ
い
。
以
上
か
ら
、
穂
積
荘
の
南
辺
は
貝
原
・
垂
水
・
窪
田
・
穂
積
・
中
・
梶
原
・

木
梨
と
推
定
さ
れ
、
佐
保
社
郷
に
含
め
た
社
・
家
原
・
鳥
居
と
重
複
し
な
い
の
で
、
先
の
推
定
が
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
佐
保
社
郷
の
範
囲
は
、
近
世
村
落
で
い
え
ば
社
・
家
原
・
鳥
居
・
田
中
・
出
水
・
東
実
の
六
か
村
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
推
測
を
地
図
上
に
示
す
と
、
前
頁
別
図
の
ご
と
く
に
な
る
。

注（
1
）

「
。
こ

（
3
）

（4）（5）（6）（7）

『
兵
庫
県
史
』
第
二
巻
、
一
九
七
五
年
、
五
五
八
～
五
六
三
頁
、
『
小
野
市
史
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
一
年
、
四
一
一
～
四
三
〇
五
な
ど
。

坂
田
大
爾
「
東
播
磨
に
お
け
る
悪
覚
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
－
東
大
寺
領
大
部
荘
を
中
心
と
し
て
－
」
（
『
歴
史
研
究
』
三
三
九
号
、
新
人
物
往
来

社
、
一
九
八
九
年
、
の
ち
『
播
磨
小
野
史
談
』
四
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
に
再
録
）
。

六
簡
郷
地
頭
代
の
行
動
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
の
文
書
に
よ
る
。
①
永
仁
三
年
東
大
寺
重
申
状
案
（
土
代
）
　
（
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
五
八

以
下
『
県
史
』
五
の
如
く
略
記
）
東
大
寺
文
書
－
播
磨
国
大
部
荘
四
九
号
）
②
同
四
年
十
月
十
九
日
平
景
秀
請
文
案
（
同
五
〇
号
）
③
年
欠
四
月
十

七
日
僧
光
清
詩
文
（
同
五
二
号
）
。
こ
の
他
事
件
の
期
日
に
つ
い
て
は
永
仁
三
年
間
二
月
日
大
部
荘
百
姓
等
申
状
案
（
同
四
四
号
）
参
照
。

『
小
野
市
史
』
は
桑
原
を
地
頭
代
と
み
な
し
て
い
る
が
　
（
第
一
巻
、
四
一
八
頁
）
、
前
注
史
料
①
（
前
欠
）
　
の
冒
頭
に
「
地
桑
原
左
衛
門
尉
不
知

実
名
代
官
以
下
輩
等
」
と
あ
る
の
で
、
桑
原
を
地
頭
正
員
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

永
仁
三
年
七
月
八
日
六
波
羅
御
教
書
案
（
『
県
史
』
五
、
東
大
寺
文
書
－
播
磨
国
大
部
荘
四
八
九
号
）
。

『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年
六
月
四
日
条
所
載
同
年
五
月
十
二
日
後
白
河
法
皇
院
宣
（
『
鎌
倉
遺
文
』
三
二
七
号
）
。

『
鎌
倉
遺
文
』
四
四
八
号
。
『
鎌
倉
遺
文
』
は
「
備
後
国
司
庁
宣
」
と
す
る
が
、
福
田
保
と
共
に
宛
行
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
櫨
谷
保
も
播
磨
国

明
石
郡
に
比
定
さ
れ
る
の
で
、
播
磨
国
司
庁
宣
と
す
べ
き
で
あ
る
。

12



（11）（12）（13）（14）（15）

（16）

（17）（18）（19）

（一望
（21）

（22）

（23）

建
久
三
年
九
月
二
日
播
磨
国
留
守
所
符
（
『
県
史
』
五
、
東
大
寺
文
書
～
播
磨
国
大
部
荘
二
号
）
。

梶
原
景
時
の
あ
と
播
磨
守
護
に
な
っ
た
小
山
朝
政
が
五
箇
荘
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
　
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
〇
三
号
）
、
前
任
者
景
時
も

地
頭
職
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

源
俊
清
の
福
田
保
・
六
箇
郷
寄
進
に
関
し
て
は
、
以
下
の
五
点
の
文
書
に
よ
る
。
①
建
武
元
年
七
月
二
十
二
日
源
俊
清
寺
領
寄
進
状
（
『
県
史
』

七
、
高
野
山
文
書
（
金
剛
峯
寺
）
三
号
）
②
同
年
月
日
源
俊
清
寺
領
寄
進
状
（
同
四
号
）
③
同
年
月
日
源
俊
清
書
状
（
同
五
号
）
④
同
年
八
月
二
十

一
日
高
野
山
平
等
心
院
頼
珍
福
田
保
拝
六
簡
郷
論
旨
等
奉
納
目
録
（
同
七
号
）
⑤
同
二
年
正
月
十
八
日
源
俊
清
書
状
（
同
六
号
）
。

『
高
野
山
文
書
』
（
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
）
　
五
四
六
号
。
所
願
が
成
就
す
れ
ば
長
日
不
断
護
摩
料
所
を
寄
進
す
る
と
い
う
内
容
で
、
前
注
史

料
①
②
に
一
致
す
る
。

佐
保
神
社
所
蔵
（
『
杜
町
史
』
第
三
巻
、
中
世
六
四
五
号
）
。

佐
保
神
社
所
蔵
（
神
崎
詩
景
『
佐
保
神
社
誌
』
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
復
刻
、
一
九
二
三
年
初
版
、
一
四
〇
～
一
四
二
頁
）
。
引
用
に
当
た
っ

て
は
一
部
原
本
で
補
っ
た
。

『
加
西
市
史
』
第
八
巻
、
中
世
二
二
五
号
。
こ
の
　
「
別
納
目
録
」
　
に
つ
い
て
は
『
加
西
市
史
』
第
一
巻
、
第
三
章
第
四
節
二
「
『
播
磨
回
国
衛
領

目
録
』
を
読
み
解
く
」
　
（
市
沢
哲
氏
執
筆
）
参
照
。

建
武
三
年
正
月
八
日
足
利
尊
氏
地
頭
職
寄
進
状
（
『
県
史
』
七
、
石
清
水
文
書
三
〇
号
）
。

永
和
二
年
七
月
二
十
二
日
赤
松
義
則
書
下
写
、
同
年
九
月
一
日
赤
松
義
則
書
下
写
（
『
大
日
本
史
料
』
六
編
四
七
、
六
五
頁
、
『
松
雲
公
採
集
通
編

類
纂
』
六
六
「
石
清
水
八
幡
宮
旧
記
抄
」
）
。
こ
の
史
料
は
『
社
町
史
』
史
料
編
1
　
（
第
三
巻
）
　
に
未
収
録
で
、
本
稿
1
　
（
第
一
巻
）
　
で
も
未
使
用
。

永
徳
元
年
十
二
月
二
十
六
日
足
利
義
満
御
判
御
教
書
（
『
県
史
』
二
、
清
水
寺
文
書
四
二
号
）
。

『
建
内
記
』
文
安
元
年
四
月
二
十
三
日
条
。
考
証
は
『
社
町
史
』
第
一
巻
、
四
八
二
～
四
八
三
頁
で
行
な
っ
て
い
る
。

『
県
史
』
九
、
皇
室
領
関
係
文
書
伏
見
宮
家
領
八
号
。

同
一
号
。
考
証
は
『
杜
町
史
』
第
一
巻
、
四
八
四
～
四
八
五
五
で
行
な
っ
た
。

同
一
〇
号
。

同
一
四
号
。

曇
華
院
へ
の
寄
進
が
有
限
の
も
の
で
、
貞
成
存
命
中
に
伏
見
宮
家
に
返
付
さ
れ
た
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
貞
常
親
王
の
孫
貞
敦
親
王
が
、
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貞
成
親
王
の
作
成
し
た
伏
見
宮
家
領
目
録
を
筆
写
す
る
際
、
「
曇
華
院
御
喝
食
進
之
」
と
追
記
し
て
い
る
の
は
、
曇
華
院
へ
の
寄
進
が
貞
敦
親
王
の

代
に
も
ま
だ
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
寛
正
二
年
以
前
に
曇
華
院
か
ら
返
付
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
2
4
）
　
慶
長
六
年
「
播
州
加
東
郡
佐
保
社
村
検
地
帳
」
（
神
崎
寿
景
『
閑
居
漫
録
』
四
六
巻
（
『
北
播
磨
探
史
研
究
』
二
号
）
に
紹
介
）
。
池
田
輝
政
に
よ

る
播
磨
の
慶
長
検
地
は
六
年
前
の
文
禄
四
年
に
行
わ
れ
た
太
閤
検
地
の
検
地
帳
を
机
上
操
作
し
て
石
高
を
二
割
増
に
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
『
姫
路
市
史
』
第
三
巻
、
三
四
～
三
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
佐
保
社
村
」
　
の
村
名
も
太
閤
検
地
時
の
も
の
と
し
て
よ
い
。

（
2
5
）
　
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
正
月
日
清
水
寺
住
僧
栄
春
・
浄
運
連
署
言
上
状
（
『
県
史
』
二
、
清
水
寺
文
書
八
号
）
　
に
「
当
社
大
明
神
者
、
国
中
有

験
之
鎮
守
、
（
中
略
）
依
之
或
国
街
或
御
庄
、
云
神
田
云
講
田
、
勇
有
奉
免
」
と
あ
り
、
鎌
倉
初
期
の
佐
保
神
社
は
国
衝
領
・
荘
園
に
神
田
・
講
田

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
響
　
『
県
史
』
二
、
清
水
寺
文
書
一
二
四
・
三
三
七
・
三
九
七
号
、
『
県
史
』
二
、
光
明
寺
文
書
一
〇
号
な
ど
。

（
2
7
）
　
文
亀
二
年
十
一
月
二
十
八
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
『
県
史
』
七
、
石
清
水
文
書
五
七
号
）
。

（
響
　
建
久
三
年
八
月
二
十
五
日
官
宣
旨
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
六
二
号
）
　
に
大
部
荘
の
北
限
と
し
て
見
え
る
「
南
条
」
は
「
福
田
保
南
条
」
の
謂
で
あ

る
。
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応
永
四
年
九
月
日
通
玄
寺
寺
領
目
録
写
（
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
6
、
一
二
二
〇
号
）
。

『
小
野
市
史
』
第
五
巻
付
図
1
。

永
禄
二
年
六
月
二
十
日
新
延
忠
宗
下
地
寄
進
状
（
『
県
史
』
二
、
清
水
寺
文
書
三
七
八
号
）
　
に
「
穂
積
庄
木
梨
村
」
と
見
え
る
。

文
政
六
年
六
月
「
穂
積
村
若
宮
八
幡
宮
修
築
に
付
口
上
書
」
（
『
滝
野
町
史
』
史
料
編
、
近
世
編
一
〇
八
号
）
。

寛
正
元
年
十
月
二
十
七
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
写
（
「
政
所
方
御
奉
書
引
付
」
『
社
町
史
』
第
三
巻
、
中
世
四
一
三
号
）
、
文
明
十
三
年
九

月
日
上
月
満
吾
知
行
分
目
録
案
（
『
県
史
』
九
、
上
月
文
書
四
七
号
）
な
ど
に
「
穂
積
荘
余
田
」
と
見
え
、
余
田
淵
穂
積
荘
の
内
部
単
位
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
3
4
）
　
正
徳
五
年
八
月
「
に
な
ご
野
入
会
地
に
つ
き
穂
積
村
訴
状
」
（
『
社
町
史
』
第
四
巻
、
一
四
六
号
）
。


